
原子力の国際展開にかかる状況原子力の国際展開にかかる状況

平成２２年２月１８日
原子力政策担当室

第 ７ 回 原 子 力 委 員 会
資 料 第 ２ － ４ 号



2

<主要国の原子力政策の変遷>

1970年代

 
石油危機を背景に、各国で積極的な導入、拡大

1980年代

 
チェルノブイリ事故

1990～2000年代

 
新規建設の停滞（米国など）、脱原子力政策（独国、スウェーデン）、

新規建設の凍結(スイス)、発電所の閉鎖（イタリア）

仏国 新規建設中

米国 中断していた建設工事を再開、新規建

 設を計画

英国 新規建設に向けてエネルギー法が施行

独国 原子力推進派の三党による連立政権が

 発足

スウェーデン 脱原子力政策の撤廃、既設炉の新規炉

 へのリプレースを計画

イタリア 原子力発電再開を記載した法案が可決

スイス 新規建設凍結の解除、建設申請を政府

 に提出

1.
 

世界における原子力発電量の推移

<主要国の最近の状況>
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原子力発電設備容量（運転中）の推移

出典：（社）日本原子力産業協会

 

世界の原子力発電開発の動向

 

2009年版

・1970-1990年頃に原子力発電の積極的な導入、拡大が進んだ。
・チェルノブイリ事故の影響等により、

 
1990年代以降、最近までは新規建設が停滞。
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出典：世界原子力協会（ＷＮＡ）2009年12月データより作成

数値は設備容量（カッコ内は基数）を示す。

ｴｼﾞﾌﾟﾄ
1.0(1)

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ
0.6(2)

ﾀｲ
2.0(2)
ﾍﾞﾄﾅﾑ

2.0(2)

ﾄﾙｺ
2.0(2)

UAE
4.5(3)

2.
 

世界における原子力発電の拡大の動向

〈稼働中〉
３０カ国で４３５基、約３７３GW

〈建設・計画中〉
２８カ国で、１８９基、約１９９GW

ｲﾝﾄﾞ
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米国 19基、約25GW

カナダ 3基、約4GW

中国 90基、約79GW

インド 15基、約20GW

ロシア 37基、約37GW

ｳｸﾗｲﾅ 20基、約27GW

<北米><欧州> 代表例 <アジア>代表例
<将来構想>

 

：３７カ国で、合計２９９基、約３０４GW

その他、中東諸国、

南ア、ブラジル及び

東南アジアで構想
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・1990年代以降、米欧では新設がなかったが、ここ数年、新設再開の動き。
・日米露中印等で大幅な増設が計画・構想されている。
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ポーランドポーランド

 
原子力発電の再導入を2005
年に閣議決定。2020年代
初頭の運開をめざす。

トルコトルコ

 
政府が原発初号機建設を入札。
露ｱﾄﾑｽﾄﾛｲｴｸｽﾎﾟｰﾄのみが応札。
（2008年）

エジプトエジプト
大統領が原子力発電導入

 
計画を発表。(2007年)

ベラルーシベラルーシ
下院で原子力法を審議中。100
万kW2基の建設サイトを2008年
中に決定予定。

ヨルダンヨルダン
仏、加、英と原子力協力覚書。中

 
と協力協定、韓との協定も検討中。

 
(2008年)

カザフスタンカザフスタン
ｴﾈﾙｷﾞｰ･鉱物資源省が原発導入の
ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ開始。露、日、仏、
中等と協力が進行中。(2007-8年)

ＧＣＣ加盟国ＧＣＣ加盟国

 
（アラブ首長国連邦、バーレーン、クウェート、オマーン、カタール、サウジアラビア）（アラブ首長国連邦、バーレーン、クウェート、オマーン、カタール、サウジアラビア）

 
ＧＣＣサミットで共同の原発導入検討を表明。(2007年)

ベトナムベトナム
政府計画において、2020年までに最初の原発を運開する
予定。2009年1月に原子力エネルギー法を施行。
２ヶ所のサイト候補地についてプレＦＳ報告書を議会提出。

イスラエルイスラエル
首相官邸、国土基盤省で
原子力発電導入検討。
(2007年)

タイタイ
電源開発計画では、2020年に原発初号機の運開を計画。

 
2011年までに原発導入を閣議において判断する予定。
電力開発計画では、2021年までに4000MWeの発電量を

 
原子力で賄う予定。

マレーシアマレーシア
現行のエネルギー政策の見直しを大統領が表明。2020年
以降には原子力発電が必要との原子力庁の検討結果を
公表。(2008年)

インドネシアインドネシア
国家エネルギー計画では、2015-19年に原発初号機の

 
運開を予定しており、その後2025年までに段階的に4基

 
を建設することを計画。

モロッコモロッコ
2016-17年に初号機建設
を計画。仏と原子力協力協定。
(2007年)露とも協力。

チリチリ
エネルギー相が、原発導入の
ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ開始を
表明。(2007年)

フィリピンフィリピン
80年代にほぼ建設完了しているバタアン原発の再活用に

 
関するﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨを開始。(2008年)

アルジェリアアルジェリア
米と原子力協力合意。

 
仏、亜と原子力協力
協定。(2007-8年)

リビアリビア
露と原子力協力合意。
仏と原子力協力協定。
(2007年)

バングラデシュバングラデシュ
国家エネルギー政策で、2020年までに２基の中小型炉の

 
建設を計画。2025年以降の電源構成における原子力の

 
割合を25%にすることを計画。

アラブ首長国連邦アラブ首長国連邦
原子力平和利用に関する公式
報告書を公表。仏、英と原子力
協力協定。米との協定も交渉中。
(2008年)

（2009年6月現在、報道等をもとに作成）

イタリアイタリア

 
原子力凍結解除の法案
を可決。(2009年)

ベネズエラベネズエラ
大統領が、原発導入検討
開始を表明。(2007年)

ナイジェリアナイジェリア
科学技術相が原発
導入検討を表明。
(2008年)

ガーナガーナ
政府が原発導入検討
を表明。(2008年)

3.
 

世界における原子力発電の新規導入の動向
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出典：Energy, Electricity and Nuclear Power Estimates for
the Period up to 2030, 2008 Edition, IAEA RDS-1

4.
 

世界の原子力発電量の将来予測

世界の原子力発電設備容量の推移
（経済協力開発機構原子力機関(OECD/NEA)予測）

出典：Nuclear Energy Outlook 2008, OECD/NEA

（ＧＷｅ）

（年）

・今後も原子力発電設備容量の増加が予測されている。



6出典）※１：United Nations, World Population Prospects The 2008 Revision,  ※２：International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, 2008, 
※３：The World Bank, World Development Indicators online（2005年ﾃﾞｰﾀ）,

 

※４：OECD/IEAホームページ,

 

Energy Balance Data, 2006,

 

※５：OECD/IEAホームページ,

 

Electricity/Heat Data 2006

5.
 

各国の国情並びに原子力事情

人口※１

（百万人）

ＧＤＰ※２

（USドル）

1人当たり
のGDP※２

（USドル）

1人当たり
の消費電力
量※３（kWh）

一人当たりの
年間CO2

 

排出

 

量※３

 

（トン）

ｴﾈﾙｷﾞｰ自
給率（％）※４

(原子力含む)

総発電
電力量※５

（kWh）

電源構成※５

（％） 原子力発電計画

インドネシア 230 5,118億 2,239 530 2 171.8 13,311億 石油29、石炭44、ｶﾞｽ15
水力7、その他5

2019年までに原子力発電所の商

 

業運転を開始する予定。

マレーシア 27 2,216億 8,118 3,388 9 143.3 9,156億 石油3、石炭25、ｶﾞｽ64
水力8

現時点では導入の計画はないが、

 

2020年以降の導入を検討している。

フィリピン 92 1,670億 1,845 572 1 57.5 5,673億 石油8、石炭27、ｶﾞｽ29
水力18、その他18

バターン原子力発電所の運転開始

 

可能性について調査を実施。

シンガポール 4.7 1,819億 39,972 8,520 13 0.0 3,944億 石油22、ｶﾞｽ78 現時点では導入の計画なし。

タイ 68 2,733億 4,116 1,984 4 54.4 13,874億 石油6、石炭18、ｶﾞｽ68
水力6、その他2

2021年までに４基を導入する計画。

ベトナム 88 898億 1,042 598 1 137.6 5,649億 石油4、石炭17、ｶﾞｽ37
水力42

2020年前後に原子力発電を導入

 

することを計画。

カザフスタン 16 1,322億 8,719 4,293 12 213.2 716億 石油7、石炭70、ｶﾞｽ12
水力11

2015年までに原子力発電所を建設

 

することを検討。

中国 1,345 43,275億 3,259 2,041 4 93.1 28,642億 石油2、石炭80、ｶﾞｽ1
水力15、原子力2

建設中１７基、計画中３４基

インド 1,198 12,067億 1,017 503 1 77.0 7,441億 石油4、石炭68、ｶﾞｽ8
水力15、原子力3

建設中６基、計画中２４基

韓国 48 9,291億 19,136 8,063 9 20.2 4,040億 石油6、石炭38、ｶﾞｽ18
水力1、原子力37

建設中６基、計画中６基

パキスタン 181 1,646億 1,022 480 1 77.4 9,835億 石油29、石炭1、ｶﾞｽ36
水力32、原子力2

建設中１基、計画中２基

北朝鮮 24 262億 1,800 817 3 102.7 224億 石油3、石炭41、水力56

米国 315 144,414億 47,439 13,582 20 71.3 42,996億 石油2、石炭49、ｶﾞｽ20
水力7、原子力19、他3

建設中１基、計画中３４基

日本 127 49,107億 38,457 8,220 10 19.2 11,003億 石油11、石炭27、ｶﾞｽ23
水力9、原子力28、他2

建設中３基、計画中１２基

アジアの国々では、地球温暖化対策と将来的なエネルギー安定供給の観点から、

 原子力発電の導入・拡大が計画されている。
アジア諸国等の経済状況・電力利用状況および原子力発電計画
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6.
 

原子力産業の事業者別世界シェア

* 東芝、日立以外の我が国の事業者（三菱重工業等）のシェアは”その他”に含まれる．

・限られた国々が技術を保有している。
・日本の企業は、燃料加工、原子炉・サービスの分野でシェアを有する。
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7.
 

世界の主要な原子力プラントメーカー

出典：経済産業省資源エネルギー庁作成資料

１９９０年代以降、国境を越えて合併・統合が進められている。

1980年代

合併によりABB設立
(1988)

Combustion Engineering(CE,米)

WH

東芝が買収(2006/10)

WH

Asea(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ)

Brown Boveri et Cie(ｽｲｽ)

Asea Brown Boveri(ABB)

WH(米) WH

BNFLがABB原子力事業
を買収しWHに統合(2000)

ABBがCEを買収し
子会社化(1989)

BNFLがWH(注2)を
買収し子会社化

(1999)

Babcock ＆ Wilcox(米)

Siemens(独) Siemens

Framatome(仏) Framatome

(持株会社AREVA社設立
・傘下へ(2001/9))

事業統合
(2001/1)

現在（2009年5月現在）の
主要プラントメーカー

GE(米) GE GEGE

日立 日立 日立日立

東芝 東芝 東芝東芝

三菱重工 三菱重工 三菱重工三菱重工

Framatome ANP AREVA NP注1

BNFL（英） 注1 2006年3月1日より、｢AREVA NP｣に社名変更
注2 米国防衛･環境関連はWashington Group 
International(米)が買収

・B&Wﾆｭｰｸﾘｱ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ
・B&Wﾌｭｴﾙ

(一部の機器製造部門についてはB&W Canadaに集約)

をﾌﾗﾏﾄﾑへ売却

合弁会社「ATMEA」設立(2007/9)
(中型炉について共同開発)
燃料加工分野でも提携

原子力分野での再編・新会社設立(2007/7)

ＰＷＲ中心 ＢＷＲ中心 ＰＷＲ・ＢＷＲ両方あり

アトムエネルゴプロム(露)原子炉製造、濃縮、燃料加工、ウラン鉱山開発等
の民生原子力部門を統合(2008/3正式発足)

2000年代1990年代



9

8.
 

世界のプラントメーカーの建設実績
・プラントメーカーを有するのは１０カ国程度、日本メーカーは海外での建設経験はない。

世界各国のプラントメーカーによる原子炉建設の実績
2009年1月現在。赤字は自国製。

閉鎖した炉も含む。

出典：日本原子力産業協会「世界の原子力発電開発の動向

 

2009年版」をもとに事務局作成

WH NPC,NNC他 ASE-ATOM

（東芝子会社） （英） (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）

日本 19 17 4 11 7 58
米国 74 40 9 123
フランス 59 11 70
英国 45 45
ドイツ 2 5 20 9 36
ロシア 30 1 31
カナダ 24 24
韓国 2 6 4 8 20
ウクライナ 18 1 19
インド 2 2 13 17
スウェーデン 3 9 1 13
中国 4 2 3 2 11
スペイン 6 2 1 1 10
ベルギー 7 7
チェコ 6 6
台湾 2 4 6
スイス 2 1 2 5
フィンランド 1 2 2 5
ハンガリー 4 4
スロバキア 4 4
イタリア 1 1 2 4
ブラジル 1 2 3
アルゼンチン 1 1 2
ブルガリア 2 2
メキシコ 2 2
パキスタン 1 1 2
ルーマニア 2 2
南アフリカ 2 2
リトアニア 2 2
アルメニア 2 2
オランダ 1 1 2
スロベニア 1 1

計 19 68 17 100 11 60 63 26 35 4 13 8 45 11 60 540
メーカー別シェア 4% 13% 3% 19% 2% 11% 12% 5% 6% 1% 2% 1% 8% 2% 11% 100%

NPCIL
（印）

斗山重工
（韓）

その他 計三菱重工
AREVA
（仏）

アトムエネル
ゴプロム(露)

SIEMENS
（独）

AECL
（加）

CNNC
（中）

東芝 日立ＧＥ
GE-

HITACHI
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9.
 

原子力プラント建設運転に係るメーカー

・原子力発電所の建設及び運転には数多くのメーカーの関与が必要。
・我が国は設計、機器製造、建設、運転補修まで、信頼性の高いメーカーを有する。

建設

電気系機器
計測系機器
補機冷却系機器
化学系設備 等

機器メーカー等

成型加工事業者

概念設計 製造設計

原子炉圧力容器
一次主循環ポンプ
等 重要設備

素材
製造技術 製鋼

土木技術
建設技術

成型
加工

燃
料
集
合
体

再
転
換

濃
縮

転
換

ウラン
精鉱

納入炉心設計/燃料設計

ゼネコン等

素材
製造技術

部品

機器パーツ・素材メーカー等

プラントメーカー

鉄鋼メーカー等

濃縮
事業者

再転換
事業者

精鉱・転換事業者
（日本には存在せず）

運転管理・補修

水化学管理
放射性廃棄物処理
電気設備・空調管理
等

化学メーカー等

納入

出典： （財）日本エネルギー経済研究所調査に基づき、資源エネルギー庁作成

主要機器メーカー

プラントメーカー
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